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 「みんなと協力して学び合う」素敵な修学旅行でした   

５月 14 日（火）から 16 日（木）の 2 泊 3 日で，6 年生

69 名と引率教師 8 名が参加して修学旅行を実施しました。1

日目は鎌倉散策の予定でしたが，途中の高速道路から強い雨が

降り出し，鎌倉到着の直前には危険を感じるほどの状況になっ

てしまいました。鎌倉では最初に円覚寺の座禅体験が計画され

ており，雨の中傘をさしながら，やっとの思いで座禅をする御

堂に到着しました。ちょっと緊張した面持ちで，案内に従い中

に入り担当の御坊様のお話を聞きました。その後，10 分間を 2

回座禅に挑戦し，「ピシッ」と背中を打つ音が御堂の中に響き渡

る中，静かな時間を過ごしました。帰るときに担当して下さっ

た御坊様から，「とても真剣に取り組んでくれる子どもたちで感

心しました。」とお褒めの言葉をいただきました。そして，昨年

もお世話になった昼食会場の「鉢の木」に到着。おいしい精進

料理をいただいていると，お店の方から「昨年以上に素晴らしい下駄箱の様子を，お店の

Facebook にアップしたいのですがよろしいでしょうか？」と，嬉しいご要望をいただきまし

た。昼食後に鶴岡八幡宮を出発し，班ごとの鎌倉散策が始まりましたが，途中から強く降ってい

た雨も上がり，ほとんど傘をささずに過ごせる天気になりました。2 日目の国会議事堂では，山

梨県選出の本物の国会議員の方がわざわざ来てくださってお話をいただき，3 日目のキッザニア

では，予定より早く到着できたおかげで普通では考えられない数の仕事を体験できるなど，充実

した修学旅行となりました。それもこれも，初日のスタート，「座禅」と「下駄箱」に象徴され

る 6 年生全員の真剣な取り組みの成果であることは間違いありません。3 日間の 6 年生の様子

を，頼もしく，誇らしく感じながら，共に修学旅行を楽しませていただきました。6 年生のみん

な，ありがとうございました。 
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 今年の芸術鑑賞教室は「クァルテット パパス（弦楽四重奏）」コンサート   

5 月 23 日（木），今年度の芸術鑑賞教室を行いました。本校で

は，演劇と音楽を隔年で開催しており，今年は弦楽四重奏の「クァ

ルテット パパス」の皆さんをお迎えし，コンサートを開いていた

だきました。クラッシック，童謡，映画主題歌，ゲームミュージッ

ク等色々なジャンルの曲を演奏してくださり，子どもたちは知って

いる曲を口ずさんだりしながら楽しんでいました。バイオリン体験

コーナーでは，代表児童が初めてとは思えない演奏を披露しました。

私が特に印象的だったのは，代表の児童へのインタビューの時，「上手に弾けていましたね」と

言っていただくと，「ありがとうございます」と答えていたことです。

当たり前のようでなかなかできていない意思表示，今年の学校生活の

めあてを実践してくれていました。また，会のはじめに「コンサート

は演奏する人と聴く人みんなで作るものなので，聞く態度はとても重

要だ」と全校児童に伝えましたが，私の想像以上に素晴らしい態度で，

素晴らしいコンサートをみんなで作り上げてくれました。 

 

 児童総会で今年のスローガンが決定しました  

「めざせ，№1! 絆を深めて 笑顔あふれる○お○が○小へ」

今年度の児童会スローガンです。このスローガンのもと，

児童会本部役員と 6 年生を中心に，今年度の児童会活動が始まります。5 月 29 日には早速「色

別集会」が行われ，色別班活動もスタートしました。一年間どんな活動が展開されるのか，そし

て 404 名の児童がどのように成長するのか，今から楽しみです。 

 

 プール清掃 5年生が頑張ってくれました  

5月28日（火）5年生がプール掃除を頑張ってくれました。

夏の間全校児童が楽しみにしているプールの授業がもうすぐ

はじまります。今年は，山梨学院大学の学生さんにも指導に来

ていただく計画を立てています。5 年生は，とても意欲的に掃

除に取り組み，全校のみんなのために汗だくで頑張ってくれました。5 年生，ありがとう！ 
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